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価した。ペースライン評価を行った26 人のうち、 6か月後の評価を行ったのは19 入、
12 か月後の評価を行ったのは13 人であった。研究2では、研究 1 の初発群のうち
認知機能の評価が精神病症状によって影響を受けなかった6か月後の患者群 (19
人)と、統合失調症を発症してから 5年経過した別の患者群(5 年群、 18 人)とを比較
検討した。
その結果、研究1では初発群において12 か月のフォローアップで言語性記憶と
運動速度、遂行機能が有意に改善していた。また遂行機能の改善度と陽性症状の
改善度には有意傾向ではあるが、相関関係がみられた。研究2では、 5年群は初発
群の6か月後より有意に言語性記憶と遂行機能において有意に低下していた。一方
で、流暢性において改善傾向で、あった。以上より、言語性記憶と遂行機能、流暢性
が5年群と初発6か月群において有意に変化しており、それらの認知機能は統合失
調症の進行性指標であることが示唆された。また遂行機能は統合失調症の状態像
を反映しているかもしれない。発症後から有意な変化を認めなかったワーキングメモ
リと処理速度はさらなる追跡が必要であると考えた。
